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近年，Web 上には様々なサービスが存在し，ユーザに即したサービスを提供するためのパーソナライズが注目

されている．今後益々多様になるユーザの要求に応えるためには，従来よりも高度なパーソナライズを行う必要

があるが，そのためにはサービス提供者は自身が保持していない多種多様なユーザプロファイルが必要となる．

しかし，ユーザプロファイルは各所に散在しているといえ，それらをサービス提供者が収集することは運用面や

プライバシー面で多々問題が生じる．本稿では，上記問題を考慮し，散在するユーザプロファイルの収集や各サ

ービスシステムへの提示を統合して行い，高度なパーソナライズを実現可能とするためのユーザプロファイル統

合サービスエージェントについて述べる． 
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Recently, there are various services on the Web, however, personalization to provide an 
appropriate service that suits the individual user is paid to attention. It is necessary to make 
advanced personalization to satisfy the requests of users who will include more diversified 
types of persons in the future. For that purpose, the service provider needs various user 
profiles that the service provider can not hold by itself. However, user profiles may exist 
scatteredly in various places, and many problems are caused for the service provider to 
collect them in operation and privacy sides. In this paper, we discuss about a user profile 
integrated service agent to realize advanced personalized service, which integrate collecting 
of scattered user profiles and offering them to each service system in consideration of the 
above-mentioned problems. 
 

 

1. はじめに 
現在，インターネット上には大量の情報が公

開されており，それらを効率的に閲覧したり，

また提供させたりするものとしてパーソナライ

ズが注目されている．パーソナライズを行って

いる代表サービスとして，検索結果をパーソナ

ライズする Google Personalized Search[1]や購

買履歴などからユーザに合った商品をレコメン

デーションする Amazon[2]などがあり，これら

のサービスはユーザの生活の中に確実に浸透し

てきている．そのため，ユーザに即した情報や

サービスを提供するためのパーソナライズは今

後益々その必要性を増していくと考えられる． 
しかし，パーソナライズの利用要求は企業に

限ったものではなく，個人が提供するサービス

や Web 上で公開している日記･写真といった情

報に対しても，時として訪問者に即した閲覧形

態を提供したいというパーソナライズの要求が

あると言える．また，企業でのパーソナライズ

も，益々多様になっていくユーザのニーズに応

えるためには，ユーザに即した高度な機能が求

められる．そこで，企業においては現状よりも

さらにユーザに即した，また個人による Web
上での情報発信にも適用可能な高度なパーソナ

ライズを可能とするような，汎用性･拡張性を

備えたアーキテクチャがあれば，上記の問題を

解決できると考えられる． 
一方，現状のパーソナライズよりも高度なパ

ーソナライズを行うためには，サービス提供側

が保持していない様々なユーザプロファイル(以
下，プロファイルと記す)があることが望ましい．

例えば，年齢や性別，位置情報といったプロフ

ァイルは一般的であるが，Web 閲覧履歴やユー

ザが保持している物の一覧といった特殊なもの
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も一種のプロファイルと考えられる．しかし，

多岐に渡り散在している多種多様なプロファイ

ルを，サービス提供を行う企業や個人が無作為

に収集することは，運用面やプライバシー面で

多々問題がある． 
そこで我々は，上記アーキテクチャを考える

にあたり様々な角度から研究を行ったきた．個

人のパーソナライズ要求に対するアプローチと

して，個人が公開する情報を閲覧者のプロファ

イルにて閲覧制限が行える手法とそのサービス

モデルの提案を行い，散在しているプロファイ

ルをパーソナライズに生かすためのアプローチ

として，運用面やプライバシー面を考慮しプロ

ファイルの収集や提示等を担うユーザプロファ

イル統合サービスエージェント(以下，エージェ

ントと記す)の提案を行ってきた[3][4][5]． 
本稿では，提案してきたエージェントの設計

について述べ，エージェントの適用実験を行っ

たのでそれについての報告を行う． 
 
2. 関連研究 

関連研究として，ユーザプロファイル管理エ
ージェントがある[6]．サービスシステムとクラ
イアントの間に存在し，プロファイルの蓄積と
サービスシステムのプロファイル要求に対する
応答を媒介するものである．複数のユーザでこ
の管理エージェントを共有することでプロファ
イルの共有をすることができ，協調フィルタリ
ングへの対応が可能で，また異なるサービスシ
ステム間で共通のプロファイルを利用すること
ができる． 
しかし，収集するプロファイルの種類がユー

ザ共通であるためユーザの望まないプロファイ

ルの収集，それらを集中管理することにより生

じるエージェントの負荷問題，新出･未対応プ

ロファイルへ対応するための更新作業が随時必

要等の問題がある．また，プロファイル収集と

サービスシステムからのプロファイル要求に対

する応答が，ユーザの意図によらずに自動で行

われてしまう問題がある． 

 
3. エージェントの概要 

本研究で提案しているエージェントは，散在

する多種多様なプロファイルの収集，また収集

したプロファイルを様々なサービスシステムに

提示するまでの一連の作業を統合して行い，そ

れらを支援することが目的である．またそれに

より，パーソナライズを行っている既存のサー

ビスシステムや，現状ではパーソナライズが行

っていないサービスシステムに対し，高度なパ

ーソナライズの実現を目的としている． 

パーソナライズを行っている従来のサービス

システムでは，サービスシステム側で管理して

いるプロファイルのみをその判断要素としてい

る．そのため，パーソナライズに有益であるプ

ロファイルが存在したとしても，それをサービ

スシステム側が保持していなければ，パーソナ

ライズの判断要素として用いることは当然でき

ない．そこでエージェントが散在するプロファ

イルを収集し，サービスシステムへの提示を補

助することで，サービスシステム側では保持し

ていないその他の様々なプロファイルを得るこ

とが可能となる．パーソナライズで利用可能と

なるプロファイルが増加するので，よりユーザ

に即した高度なパーソナライズサービスが可能

となる． 
エージェントを用いた際のサービスモデルの

例を図 1 に示す． 

Online
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Web
View

Web
Search

Service based on
Personal

Presence ServicePresence Service SensorsSensors

GPS ServiceGPS Service Any Other
Profile Services

Any Other
Profile ServicesUser

Profiles

IF IF IF IF

IFIF

IF

User Profile Integrated Service Agent

IF Interface  
図 1 エージェントを適用させた 

サービスモデル 
 
エージェントはユーザが保持する端末(PC や

携帯端末)上で動作する．図 1 ではエージェント

は携帯電話上で動作し，各種プロファイルやセ

ンサーから取得できる情報などを収集している

(図下部)．ユーザがオンラインショッピングや

Web 閲覧などの各種サービスを利用する際，サ

ービスシステム側はパーソナライズを行うため

に必要なプロファイルの要求を行い，ユーザは

必要に応じてその要求に応え，エージェントが

プロファイルを送信する(図上部)． 
ユーザは高度なパーソナライズを受けたい時

だけ自身の端末が保持している範囲のプロファ

イルの提示を行えばよいため，プライバシーの

公開範囲を自分自身で決めることが可能である． 
サービスシステム側は自身が保持していない

プロファイルを得ることができ，従来よりも高

度なパーソナライズサービスの可能性を見出せ

る．また，サービスシステム側はプロファイル

を管理しているそれぞれのプロファイルシステ

ムと通信を行うのではなく，プロファイルを保

持しているユーザ端末上のエージェントと通信
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を行うだけよい．そのため，一度エージェント

との通信インターフェイスの導入をしてしまえ

ば，その後得たいプロファイルが出ても最小限

の拡張で済み，運用面における煩雑さが少ない

と考えられる． 
企業が提供するサービスに限らず，一個人が

運営するサービスであっても，エージェントと

の通信インターフェイスを導入すれば，プロフ

ァイルを得ることができ，パーソナライズを利

用したサービスを行うことが可能となる． 
 
4. エージェントの内部動作 

エージェントの内部動作を含めたシステム構

成を図 2 に示す． 
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図 2 エージェントの内部動作 

 

本エージェントは，散在するプロファイルの

収集から，様々なサービスシステムに対するプ

ロファイルの提示を統合して行う．エージェン

トの主機能は，プロファイルの登録･収集･加

工･管理･提示である． 

4.1 プロファイルの登録 
エージェントは収集対象とするプロファイル

を自分自身に登録する必要がある．プロファイ

ルを管理しているプロファイルシステムへユー

ザがアクセスした際，そのプロファイルシステ

ムが収集を許している場合に，エージェントは

収集対象とするかをユーザに問い合わせて登録

を行う．図 3 にプロファイル登録の流れを示す． 

4.2 プロファイルの収集 
エージェントは収集対象として登録されたプ

ロファイルシステムから，ユーザが収集を許可

したプロファイルの収集を行う．収集の頻度と

タイミングは｢要求時｣｢一定時間間隔｣｢イベン

ト発生時｣と定義する． 
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図 3 プロファイル登録の流れ 
 
1) 要求時に収集 
サービスシステムからプロファイル要求があ

ったときにプロファイルの収集を行う．リアル

タイム性を求めるプロファイルに有効である．

図 4 に要求時にプロファイルを収集する流れを

示す． 
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図 4 プロファイル収集(要求時)の流れ 

 
2) 一定時間間隔 

事前に収集対象として登録したプロファイル

を一定時間間隔ごとに収集する．位置情報を利

用したユーザの行動履歴やプレゼンス情報を利

用した状態遷移履歴といったように，継続的に

収集することでも意味をなすプロファイル等に

有効である．図 5 に一定時間間隔でプロファイ

ルを収集する流れを示す． 
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図 5 プロファイル収集(一定時間間隔)の流れ 
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3) イベント発生時 
ユーザが何かアクションを起こした際に発生

したプロファイルを収集する．例えば，ユーザ

が店を訪れ商品を手に取った時にその商品の情

報を収集することで，後に Web 検索等で生か

し検索の補助を行うことなどが可能となる． 

4.3 プロファイルの加工 
エージェント内での管理を円滑に行うため，

収集したプロファイルはフォーマットに沿って

加工され保存される．図 6 に加工されたプロフ

ァイルデータの例を示す． 

 

図 6 プロファイル加工の例 

4.4 プロファイルの管理 
エージェントが管理可能な情報量やプロファ

イルの信頼性を考慮し，プロファイルには生存

時間を設けて管理を行う．生存時間はプロファ

イルシステムがエージェントにプロファイルを

提供する時に付与され，生存時間を越えたプロ

ファイルはエージェントにより破棄される． 

また，収集対象となっているプロファイルを

実際に収集するかの可否，プロファイル要求に

対してプロファイルの提示を自動で許可をする

か，ユーザに問い合わせるかの設定等を行うた

めの機能を提供する． 

4.5 プロファイルの提示 
サービスシステムはユーザからのアクセスに

対し，パーソナライズのために必要なプロファ

イルをユーザ端末のエージェントに要求する．

エージェントは要求されたプロファイルの提示

の可否をユーザに問い合わせ，提示可能なプロ

ファイルのみをサービスシステムに提示する．

図 7 にプロファイル提示の流れを示す． 
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図 7 プロファイル提示の流れ 

5. エージェントの試作と実験 
5.1 実験の概要 
本研究室では，会議において発生するデータ

や議事を可能な限り労力をかけずに，また参加

者が重要だと思う点をデータの重みに反映させ

ることで，会議の一連の流れを容易に把握可能

な Web ページを自動的に作成することを目的

とした，協調型マルチメディア会議録システム

(以下，会議録システムと記す)の研究が行われ

ており，実際にゼミなどの場で運用を行ってい

る[7]．このシステムでは，｢研究報告｣｢ディス

カッション｣といったように，議事録に対して

議題や属性が付けられ，後日議事録を参照する

際には，これをもとに該当議事のパーソナライ

ズや検索に役立てている．しかし，利用を重ね

るにつれて，蓄積される議事録は膨大な量とな

っており，パーソナライズや検索を行うための

パラメータとしてさらに効率のよいものが必要

となっている． 
一方，本研究室では個人のプレゼンス以外に

もグループに着目したグループプレゼンスの研

究が行われており，例えば同じゼミに参加して

いるメンバであれば｢○○のディスカッション

中｣といった共通するグループプレゼンス情報

を共有することが可能となっている[8]． 
そこで，エージェントによって，グループプ

レゼンス情報を議事録のパーソナライズや検索

に取り入れることを考える．通常ならば，グル

ーププレゼンス情報を扱うグループプレゼンス

サーバと直接通信を行うためのインターフェイ

スを会議録システムに導入すればよいが，今後

その他にもパーソナライズのパラメータとして

利用可能なプロファイルが出てきた場合に，す

ぐに対応可能とするために，ここではエージェ

ントによる実現を試みる． 
5.2 実験システムの構成 

実験システムの構成を図 8 に示す． 
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②
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④
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図 8 実験システムの構成 

<profile> 

  <source>http://presence.xxx</source>

  <kind>presence</kind> 

  <data>ONLINE</data> 

  <lifetime>10</lifetime> 

  <user>taro</user> 

  <pass>hUBIOSaMm7g8w</pass> 

</profile> 
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システムの要素は大きく分けて，前述した会

議録システム，ユーザのグループプレゼンス情

報の一括管理を行うグループプレゼンスサーバ，

そしてユーが利用する PC に分かれる．ユーザ

の PC には，本研究で提案しているエージェン

ト と ， メ ッ セ ン ジ ャ ー ソ フ ト で あ る

Regnessem[9] が 動 作 し て い る ． ま た

Regnessem は，ユーザによるグループプレゼン

ス情報の変更をグループプレゼンスサーバに通

知するための機能をプラグインとして実装し機

能を拡張している．会議録システムにはエージ

ェントと通信を行うためのインターフェイスの

導入と，提示されたグループプレゼンスに対応

するパーソナライズを行う部分の拡張を行った． 
5.3 実験の流れ 
図 8 に沿って実験の動作の流れを説明する． 

(1) ユーザによる会議録システムの利用 
① 会議録システムへのアクセス 
② 会議録システムはエージェントに対しグル

ーププレゼンス情報の提示を要求 
③ エージェントは保持しているグループプレ

ゼンス情報を会議録システムに提示 
④ 提示されたグループプレゼンス情報を元に，

議事録に対して適切なパーソナライズを行

いユーザに表示 
(2) エージェントによるプロファイルの収集 
今回の実験では，プロファイルの収集は一定

間隔で行うものとした． 
①' グループプレゼンス情報の要求 
②' グループプレゼンス情報の提示 

(3) グループプレゼンス情報の変更 
Regnessem は，グループプレゼンス情報の変

更を感知すると，変更されたグループプレゼン

ス情報を即座にグループプレゼンスサーバに送

信する． 
①'' 変更したグループプレゼンス情報の送信 

 
実験はゼミ中に議事録を閲覧する状況を想定

した．現状の会議録システムでは，ユーザが所

属するグループや議事録の議題を用いてパーソ

ナライズや，直近数日のものを表示させる，と

いう閲覧形態であった． 
本実験では，グループプレゼンス情報を｢各個

人の研究報告中｣｢各グループの研究報告中｣の

ように詳細に定義し利用することで，グループ

ゼミ中であればそのグループに関する議事録を

表示し，特定の個人のディスカッションで中で

あればその個人に関する議事録を表示させるこ

とで，従来よりもユーザの状況に即した情報を

得ることが可能であるパーソナライズの実験を

行った．図 9 に実験画面の様子を示す． 

自動的にグループプレゼンスに
応じた議事録に切り替わる

グループプレゼンスの変更

 
図 9 実験画面 

5.4 実験結果と考察 
グループプレゼンスの変更に対応して，議事

録が自動的に切り替わることを確認した．ここ

では，本実験による結果と考察をユーザとサー

ビスシステム開発の側面から考察する． 
(1) ユーザからの側面 

実際にユーザ数名にシステムを利用してもら

い，その後アンケート調査を行った．ユーザの

アンケート結果の一部を表 1 に示す． 

表 1 実験システムの利用アンケート 
エージェントによりグループプレゼンスをパー

ソナライズで利用することをどう感じたか？ 
・ スムーズに意識せずにパーソナライズが行え

てよい 
・ サービスの幅がひろがったと思う 
・ 動的なものだけだとよくないので，静的なも

のと組み合わせて両方使えるのがよい 
・実際に過去の資料に溺れてるから良いと思う

・ 手作業に慣れている人にはそっちのほうが良

い場合もある 

以上の意見から， 

・ エージェントが存在してもユーザのシステ

ム利用状況は変わらない 
・ エージェントにより従来よりも高度なパー

ソナライズを行うことが可能 
・ パーソナライズに用いるプロファイルによ

って，さらに高度なパーソナライズが可能 

ということがわかった．エージェントの特徴と

して，サービスシステムからのプロファイル要

求には，自身がパーソナライズサービスを受け

たい時だけ応えればよいため，アンケートにあ

るように手作業の方がよい場合は，プロファイ

ルの提示を行わないことで解決可能である． 
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(2) サービスシステム開発からの側面 
本エージェントの特徴として，サービスシス

テムはプロファイルを得るためには，エージェ

ントとの通信インターフェイスを導入するだけ

でよいという点がある．今回実際に会議録シス

テムにそのインターフェイスを導入したが，そ

の導入の手間は，従来どおりプロファイルシス

テムとの通信インターフェイスを導入する手間

とさほど変わらなかった．そのため，今後その

他のプロファイルを得たい場合があっても，エ

ージェントがそのプロファイルをもっていれば，

新たにインターフェイスを導入する必要はない

ので，運用における煩雑さが少ないといえる． 
 
6. おわりに 

本稿では，散在するプロファイルをユーザ端

末上に収集することで，ユーザのプライバシー

を考慮しつつ，より高度なパーソナライズを可

能とするための，ユーザプロファイル統合サー

ビスエージェントの提案および設計，また本エ

ージェントの試作を行いその適用実験について

の報告を行った． 
今回の実験ではプレゼンス情報ひとつを例に

あげて行ったが，プロファイルシステムにイン

ターフェイスを導入すればその他のプロファイ

ルの収集も可能となり，さらに高度なパーソナ

ライズの実現が期待できる．ただしここで問題

なのが，プロファイルの定義は各プロファイル

システム固有ということである．今回取り上げ

たプレゼンス情報も，Parlay Group の PAM 
Working Group[10]や Wireless Village[11]など

で標準化が進められているが，実際の実験では

より具体的な独自のプレゼンス情報を用いた．

つまり，プロファイルシステム独自のプロファ

イル定義があった場合に，それがその他のプロ

ファイルと競合しないように管理しなければな

らない．そのためには，利用可能なユーザプロ

ファイルを整理し，プロファイルを統一的に扱

うための手法が必要となる． 
また，プロファイルの提示はユーザが判断で

きるとはいえ，サービスシステムからのプロフ

ァイル要求が果たして信頼のおけるものである

かが問題となってくる．サービスシステムに対

して IF を提供する際に，信頼性を確保するた

めの仕組みを導入することを検討していきたい． 
本エージェントの概念では，組み込む端末を

選ばないという特徴がある．PC や携帯端末は

もちろんのこと，ユビキタス社会では，時計や

バッチといった普段身に着ける様々な小物にエ

ージェントを組み込めることが考えられる．こ

れにより，現実の生活空間におけるサービスに

近づくだけで，ユーザに即したサービスを提供

するという適応も考えられる． 
今後は，エージェントの汎用的な実装を目指

し，エージェントの評価を行っていく．特に，

従来のパーソナライズと比較し，エージェント

を用いた際のパーソナライズに対するユーザや

サービスシステム側の満足度，プロファイルの

数によるパーソナライズ効率の差などを評価し

ていく． 
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